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一
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御
国
奉
行
水
野
伴
左
衛
門
の
新
田
開
発
構
想

　
（
二
）　

開
発
の
実
施
と
諸
問
題

　
（
三
）　

天
明
・
文
化
期
に
お
け
る
尾
張
藩
の
新
田
調
査

三　

渡
合
新
開

　
（
一
）　

渡
合
新
開
願
書

　
（
二
）　

渡
合
新
開
の
着
手

　
（
三
）　

そ
の
後
の
渡
合
新
開
の
様
子

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

濃
州
三
ヶ
村
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
六
年（
一
七
五
六
）に
三
ヶ
村
を
巡
見

─
山
野
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て

─

し
た
御
国
奉
行
水
野
伴
左
衛
門
が
、
当
該
期
の
三
ヶ
村
の
新
田
開
発
の
必
要
性
を
説
い

た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
問
題
関
心
を
整
理
す
る
た
め
に
、
以
下
に
史
料
を

掲
げ
る
。

【
史
料
1
】 

一
、
右
三
ヶ
村
之
儀
近
年
山
方
挊
者
薄
く
罷
成
、
村
方
不
相
応
ニ
男
女
多
く
、
渡

世
送
り
方
も
無
御
座
至
極
困
窮
と
相
見
外
ニ
助
成
無
御
座
候
、
新
田
等
出
来
仕
候

得
ハ
無
高
百
姓
共
ニ
渡
世
助
成
ニ
相
成
候
処
、
定
り
候
高
之
外
者
田
畑
切
起
不
相

成
事
ニ
心
得
罷
在
、
近
年
者
追
々
苗
木
領
之
内
江
引
越
申
候
、
少
々
金
賄
成
候
百

姓
者
苗
木
領
ニ
而
田
地
相
求
、
去
冬
迄
追
々
引
移
候
者
も
御
座
候
、
粟
抔
も
夫
食

相
成
候
へ
共
、
三
ヶ
村
之
内
ニ
少
ク
、
漸
冬
中
少
之
内
之
夫
食
ニ
成
候
由
、
栃
之

実
ひ
ろ
い
候
て
水
に
さ
わ
し
粉
ニ
仕
蕎
違
之
粉
合
焼
餅
ニ
仕
候
而
、
春
之
夫
食
足

シ
ニ
仕
候
旨
、
是
以
大
勢
之
人
数
故
行
渡
り
不
申
候
由
、
左
候
得
者
追
々
新
田
等

被
仰
付
候
ハ
ヽ
其
助
成
を
以
多
く
之
人
数
取
続
、
猶
又
追
々
新
田
出
来
仕
候
ハ
ヽ

第
一
御
為
之
儀
ニ
奉
存
候
、
右
村
方
之
者
共
江
も
右
之
意
味
申
聞
せ
候
処
至
極
難

有
段
申
聞
候
新
田
追
々
出
来
ニ
付
而
ハ
自
然
と
山
内
懸
り
候
訳
も
可
有
御
座
哉
ニ

（
1
）



濃
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お
け
る
新
田
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発
と
御
山
守
内
木
家

一
二
四

候
間
、
木
曽
御
材
木
奉
行
寺
町
兵
左
衛
門
江
も
申
談
候
処
、
少
も
存
寄
無
御
座
、

一
段
と
宜
筋
ニ
存
候
旨
兵
左
衛
門
申
聞
、
替
ル
存
寄
相
聞
不
申
候
、
旁
宜
筋
ニ
御

座
候
得
者
右
之
通
早
速
被
仰
付
方
ニ
御
座
候
半
哉
と
奉
奉
存
候
、
則
別
帳
一
冊
起

方
用
水
井
道
御
入
用
積
書
一
通
、
川
上
村
諸
木
伐
払
之
訳
、
加
子
母
村
御
巣
山
伐

跡
之
訳
書
付
一
通
、
都
合
三
通
相
添
奉
存
候
、
以
上

子
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

水
野
伴
左
衛
門

一
、
高
九
拾
七
石
四
升
九
合　
　
　
　
　
　
　

川
上
村

　
　
　

男
女
惣
人
数
四
百
八
拾
人

一
、
同
弐
百
拾
七
石
壱
斗
七
升
八
合　
　
　
　

付
知
村

　
　
　

男
女
惣
人
数
千
六
百
六
拾
三
人

一
、
同
六
百
五
石
三
升
七
合　
　
　
　
　
　
　

加
子
母
村

　
　
　

男
女
惣
人
数
千
七
百
九
拾
五
人

濃
州
三
ヶ
村
と
は
、
美
濃
国
恵
那
郡
川
上
村
・
付
知
村
・
加
子
母
村
の
三
か
村
の
総

称
で
あ
る
。
当
該
村
落
は
檜
に
代
表
さ
れ
る
優
良
材
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）に
徳
川
家
康
か
ら
尾
張
藩
初
代
藩
主
徳
川
義
直
へ
と
与
え
ら
れ
た
結
果
、

近
世
を
通
じ
て
尾
張
藩
の
領
地
と
な
っ
た
。

村
落
の
大
半
を
森
林
が
占
め
る
当
該
地
域
は
、
享
保
の
林
政
改
革
に
よ
っ
て
、
役
木

が
廃
止
さ
れ
、
下
用
米
給
付
も
途
絶
え
た
。
そ
の
結
果
、
夫
食
の
自
給
が
困
難
と
な
り
、

一
般
村
落
同
様
、
農
業
生
産
の
重
要
性
が
増
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、【
史
料
1
】
に
よ
れ
ば
、
山
仕
事
で
生
計
を
立
て
る
百
姓
は
限
ら

れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
土
地
の
割
合
に
対
し
て
人
口
が
多
い
濃
州
三
ヶ
村
は
、
百
姓

の
渡
世
に
対
す
る
助
成
は
乏
し
く
、
近
年
は
、
近
隣
の
苗
木
領
に
引
越
す
も
の
や
、
経

済
的
に
余
裕
の
あ
る
も
の
は
同
地
に
田
地
を
求
め
、
冬
ま
で
に
追
々
引
き
移
る
も
の
も

い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
現
状
を
受
け
て
、
御
国
奉
行
水
野
伴
左
衛
門
は
、
新
田
開
発

を
行
う
こ
と
で
、
多
く
の
村
民
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
と
と
も
に
、
藩
の
利
益（
御

為
）に
も
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
が
、
大
半
を
森
林
が
占
め
る
三
ヶ
村
で
は
、
開
発
に
際
し

て
は
自
ず
と
山
野
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、
所
管
で
あ
る
木
曽
材
木
奉
行
と
の

協
議
も
行
わ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
濃
州
三
ヶ
村
で
は
、
享
保
の
林
政
改
革
に
よ
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
地
方
は
大
代
官（
庄
屋
）、
山
方
は
木
曽
材
木
奉
行（
御
山
守
）の
所
管
と

な
っ
た
。
従
来
、
三
ヶ
村
に
お
け
る
新
田
開
発
は
庄
屋
文
書
を
中
心
に
記
述
さ
れ
、
本

田
に
続
く
耕
地
の
新
田
開
発
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
山
野
に
お
け

る
開
発
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
三
ヶ

村
に
お
け
る
新
田
開
発
を
、
山
野
支
配
と
の
関
係
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
も
と
、
本
稿
で
は
、
御
山
守
内
木
家
文
書
を
主
要
史
料
と

し
、
ま
ず
、
濃
州
三
ヶ
村
に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
尾
張
藩
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
概
観

し
た
上
で
、
加
子
母
村
内
で
行
わ
れ
た
最
大
規
模
の
山
野
開
発
で
あ
っ
た
渡
合
新
開
に

つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一　

濃
州
三
ヶ
村
の
概
要

ま
ず
、
本
稿
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
濃
州
三
ヶ
村
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
な
お
、

濃
州
三
ヶ
村
の
位
置
は
【
図
1
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

濃
州
三
ヶ
村
は
、
美
濃
国
の
東
部
に
あ
っ
て
、
信
濃
国
と
接
し
、
北
西
か
ら
南
東
に

か
け
て
加
子
母
村
・
付
知
村
・
川
上
村
が
位
置
し
た
。
村
落
の
大
半
を
森
林
が
占
め
、

加
子
母
西
部
を
流
れ
る
白
川（
加
子
母
川
）は
飛
驒
川
に
注
ぎ
、
加
子
母
村
東
部
と
付
知

村
を
流
れ
る
付
知
川
、
及
び
川
上
村
を
流
れ
る
川
上
川
は
木
曽
川
に
合
流
し
た
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）



濃
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一
二
五

寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）に
は
、
濃
州
三
ヶ
村
は
、
三
ヶ
村
代
官
の
所
管
と
な
り
、
地

方
支
配
制
度
の
整
備
に
し
た
が
い
、
御
国
奉
行
─
郡
奉
行
─
三
ヶ
村
代
官
と
い
う
支
配

系
統
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
享
保
の
林
政
改
革
に
よ
り
、
地
方
支
配
と

山
野
支
配
と
が
分
離
さ
れ
、
地
方
は
大
代
官
支
配
、
山
方
は
木
曽
材
木
奉
行
の
所
管
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
天
明
二
年（
一
七
八
二
）か
ら
は
、
濃
州
太
田
に
陣
屋
を
構
え
る
太

田
代
官
所
の
支
配
へ
と
編
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

木
曽
山
の
森
林
は
、
近
世
初
期
の
城
郭
建
設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
伴
う
幕
府
や
尾
張

藩
の
御
用
材
取
得
の
た
め
、
森
林
伐
採
が
進
み
、
一
七
世
紀
中
頃
に
は
、
有
用
木
が
枯

渇
す
る
「
尽
山
」
状
況
で
あ
っ
た
。
尾
張
藩
は
、
寛
文
期（
一
六
六
一
〜
七
三
）・
享
保

期（
一
七
一
六
〜
三
六
）の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
林
政
改
革
を
実
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
の
特
徴
を
大
ま
か
に
整
理
す
れ
ば
、
寛
文
期
は
、
藩
に
よ
る
森
林
利
用
の
一
元

化
と
禁
伐
区
域（
御
留
山
・
御
巣
山
）の
設
定
、
享
保
期
は
、
鞘
山
の
設
定
に
よ
る
禁
伐

区
域
の
拡
大
、
及
び
領
主
と
百
姓
の
利
用
樹
種
区
分（
御
停
止
木
・
留
木
の
指
定
）、
資
源

活
用
方
法
の
改
善
が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

享
保
の
林
政
改
革
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
木
曽
五
木
」
と
呼
ば
れ
る
「
御
停
止
木
」
の

指
定
に
よ
り
、
従
来
の
禁
伐
区
域
の
設
定
に
加
え
て
、
藩
が
主
要
な
御
用
木
と
指
定
し

た
樹
種
を
明
確
に
し
、
百
姓
の
利
用
を
禁
止
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
木
曽
五
木
」
を
領

主
の
御
用
材
と
し
、
栗
や
松
を
中
心
と
す
る
百
姓
が
利
用
で
き
る
木
の
区
分
を
明
確
に

し
た
。
さ
ら
に
、
禁
伐
区
域
の
設
定
と
い
う
、「
面
」
的
な
統
制
か
ら
、
樹
種
区
分
に

よ
る
「
点
」
の
規
制
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
山
野
に
お
け
る
新

田
開
発
に
お
い
て
は
、各
地
に
点
在
す
る「
御
停
止
木
」の
存
在
が
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
く
。

内
木
家
は
、
飛
驒
国
高
原
郡
に
居
住
し
た
今
見
右
衛
門
の
一
族
と
さ
れ
、
大
永
年
間

（
一
五
二
一
〜
二
八
）に
加
子
母
村
へ
別
家
し
た
草
分
け
と
さ
れ
て
お
り
、
御
山
守
が
設

置
さ
れ
る
以
前
は
加
子
母
村
の
庄
屋
役
を
務
め
た
。
そ
し
て
、
享
保
の
林
政
改
革
に
際

し
て
、
尾
張
藩
は
、
内
木
武
益
を
「
三
浦
・
三
ヶ
村
御
山
守
」
に
任
命
し
、
三
浦
山
の

国
境
の
取
締
り
と
濃
州
三
ヶ
村
の
直
轄
林
管
理
の
実
務
を
担
わ
せ
た
。
以
降
、
内
木
家

は
代
々
御
山
守
に
就
任
し
た
。

濃
州
三
ヶ
村
の
村
高
は
、
加
子
母
村
が
約
一
二
〇
〇
石
、
付
知
村
が
四
〇
〇
石
、
川

上
村
が
約
三
〇
〇
石
で
あ
っ
た
。
三
ヶ
村
の
貢
租
は
、
享
保
改
革
以
前
は
、
山
村
特
有

の
役
木
年
貢
で
あ
っ
た
が
、
享
保
の
林
政
改
革
以
後
は
、
一
般
の
村
落
と
同
様
に
米
納

入
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三
ヶ
村
で
は
農
業
生
産
に
よ
る
生
活
が
よ
り
重
要
性
を
増

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
近
世
中
期
の
地
誌
「
濃
州
徇
行
記
」
か
ら
、
三
ヶ
村
の
内
加
子
母
村
に
つ

い
て
み
て
み
た
い
。
加
子
母
村
の
土
地
は
、
肥
沃
で
良
い
作
物
が
と
れ
た
と
あ
り
、
特

（
5
）

（
6
）

図1　濃州三ヶ村の位置
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一
二
六

に
、
田
が
多
い
こ
と
か
ら
、
二
毛
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
実
際

に
、
田
畑
の
内
訳
は
、
田
八
六
二
石
余
・
畑
三
二
六
石
余
と
、
田
畑
の
比
率
が
八
対
二

と
い
う
割
合
で
、
水
田
優
位
の
土
地
柄
だ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
同
書
で

は
、
加
子
母
村
は
人
口
が
多
い
た
め
、
土
地
の
値
段
が
高
く
、
荒
地
や
散
田
な
ど
が
少

な
く
、
馬
を
使
い
、
農
業
に
励
ん
で
い
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
商
品
作
物
の
栽
培
も
盛

ん
で
、
主
に
楮
・
煙
草
・
繭
・
麻
な
ど
を
栽
培
し
て
い
た
。
特
に
、
加
子
母
村
で
栽
培

さ
れ
た
楮
は
、
岐
阜
県
美
濃
市
で
有
名
な
美
濃
紙
の
原
料
と
な
っ
て
い
た
。

本
稿
で
検
討
す
る
濃
州
三
ヶ
村
に
つ
い
て
は
、
一
七
世
紀
は
、
本
田
に
続
く
切
添
新

田
が
多
く
、
用
水
開
削
の
技
術
の
問
題
か
ら
耕
地
の
開
発
は
限
界
で
あ
っ
た
。
一
八
世

紀
後
半
以
降
、
岩
盤
開
削
等
の
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
川
上
川
・
付
知
川
・
加
子
母
川

の
水
源
か
ら
用
水
を
整
備
し
、
新
田
開
発
に
お
け
る
水
不
足
が
解
消
し
た
。
次
に
掲
げ

る
の
は
、
濃
州
三
ヶ
村
に
お
い
て
整
備
さ
れ
た
用
水
で
あ
る
。

【
川
上
村
】
森
平
用
水
：
寛
延
四
年（
一
七
五
一
）、
田
畑
用
水
：
明
和
七
年（
一
七
七
〇
）、

丸
野
用
水
：
天
明
二
年（
一
七
八
二
）、
上
平
用
水
：
文
久
以
前
、
続
上
平
用

水
：
文
久
元
年（
一
八
六
一
）

【
付
知
村
】
荒
井
用
水
：
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）、
鱒
淵
用
水
：
文
政
一
三
年（
一
八
三
〇
）、

西
股
用
水
：
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）、
宮
沢
用
水
：
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）、

荏
薙
用
水
：
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）

※
五
大
用
水
の
開
発（
田
口
忠
左
衛
門
慶
郷
に
よ
る
も
の
）

【
加
子
母
村
】：
新
用
水
：
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）、
神
林
用
水
：
享
和
三
年（
一
八
〇
三
）、

井
上
旧
用
水
：
享
和
以
降

次
章
で
は
、
内
木
家
文
書
か
ら
、
尾
張
藩
の
新
田
開
発
の
様
子
を
詳
し
く
検
討
し
て

い
き
た
い
。

二　

尾
張
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
と
諸
問
題

こ
こ
で
は
、
内
木
家
文
書
の
内
、
木
曽
材
木
奉
行
と
の
膨
大
な
や
り
と
り
を
記
録
し

た
「
御
用
状
留
」
の
記
載
か
ら
尾
張
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
に
つ
い
て
検
討
し
、
尾
張

藩
に
よ
る
山
野
に
お
け
る
新
田
開
発
が
、
御
山
守
内
木
家
を
介
し
て
、
ど
の
よ
う
に
具

体
化
さ
れ
、
ま
た
村
方
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。

（
一
）　

御
国
奉
行
水
野
伴
左
衛
門
の
新
田
開
発
構
想

「
御
用
状
留
」
に
お
い
て
、
新
田
開
発
に
関
す
る
記
載
が
確
認
で
き
る
初
見
は
、【
史

料
1
】
で
紹
介
し
た
宝
暦
六
年（
一
七
五
六
）に
御
国
奉
行
水
野
伴
左
衛
門
が
濃
州
三
ヶ

村
を
巡
見
し
た
際
に
記
し
た
一
連
の
史
料
「
新
田
取
立
一
巻
」
で
あ
る
。

御
国
奉
行
水
野
伴
左
衛
門
一
行
は
、
宝
暦
六
年（
一
七
五
六
）秋
濃
州
三
ヶ
村
を
巡
見

し
た
際
、
三
ヶ
村
の
内
新
田
に
な
り
得
る
場
所
は
二
〇
〇
町
ほ
ど
あ
る
と
し
、
候
補
地

を
全
て
開
発
で
き
た
な
ら
ば
、
二
〇
〇
〇
石
ほ
ど
の
新
田
が
造
成
可
能
で
あ
る
と
報
告

し
た
。
水
野
よ
り
土
地
の
様
子
や
用
水
懸
り
に
つ
い
て
見
分
の
依
頼
を
受
け
た
圦
奉
行

松
田
六
兵
衛
は
、
早
速
見
分
し
、
と
り
あ
げ
ず
三
〇
町
ほ
ど
の
新
田
を
御
入
用
金
四
三

両
ほ
ど
の
費
用
で
開
発
で
き
る
見
積
も
り
を
提
出
し
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
三
ヶ
村
に

お
け
る
新
田
開
発
の
計
画
を
み
て
い
き
た
い
。

川
上
村
の
開
発
地
と
し
て
は
、
海
老
野
嶋
に
一
〇
町
余
の
野
跡
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
当
地
は
、「
地
性
宜
場
所
」
で
あ
っ
た
た
め
、
庄
屋
を
は
じ
め
村
内
百
姓
が
開
発

を
願
う
場
所
で
あ
っ
た
。
用
水
は
、
巣
乗
と
い
う
谷
川
か
ら
堰
を
設
け
取
水
す
る
方
針

で
、
そ
の
費
用
は
、
ご
入
用
金
二
三
両
二
分
程
必
要
と
の
見
積
も
り
で
あ
っ
た
。
用
水

（
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濃
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一
二
七

路
は
、
村
内
の
平
山
を
通
す
た
め
諸
木
を
伐
払
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
木
数
は
、

檜
・
明
檜
・
椹
・
雑
木
三
〇
〇
本
程
で
、
御
用
材
に
な
る
よ
う
な
木
品
は
少
な
い
た
め
、

木
曽
材
木
奉
行
へ
照
会
の
上
差
障
り
が
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
伐
払
い
を
行
う
予
定
で
あ

る
と
す
る
。
伐
払
い
が
進
め
ば
、
追
々
他
に
も
新
田
開
発
が
可
能
と
な
る
見
込
み
を
示

し
て
い
る
。

付
知
村
の
候
補
地
と
し
て
は
、
廣
嶋
矢
平
と
い
う
野
跡
一
〇
町
余
で
、「
地
性
宜
場

所
」
な
の
で
、
村
内
百
姓
の
甚
蔵
が
田
方
に
開
発
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
土
地
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
用
水
路
造
成
に
は
お
よ
そ
七
五
〇
間
余
の
開
削
が
必
要
で
、
且
つ
山

道
で
あ
る
が
故
に
費
用
も
掛
か
り
、
百
姓
自
力
で
は
開
削
は
不
可
能
で
、
お
よ
そ
御
入

用
金
一
九
両
二
分
余
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
松
田
六
兵
衛
は
、
実
地
見
分
の
上
、
冬

中
に
用
水
路
を
開
削
さ
せ
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
開
発
し
、
翌
年
に
は
植
付
け
が
開
始

で
き
る
見
込
み
を
示
す
。
ま
た
、
用
水
路
の
造
成
に
よ
っ
て
、
追
々
他
に
も
田
畑
を
開

発
で
き
る
と
す
る
。

加
子
母
村
に
つ
い
て
は
、
所
々
に
候
補
地
が
あ
り
、
田
畑
八
町
余
の
開
発
が
可
能
で

あ
る
と
す
る
。
用
水
路
は
、
少
々
の
場
所
で
あ
る
た
め
、
御
入
用
金
は
要
ら
な
い
と
す

る
。
な
お
、
そ
の
内
、
一
町
八
反
ほ
ど
は
加
子
母
前
山
の
青
葉
御
停
止
木
の
場
所
で
、

近
年
は
原
野
同
然
の
場
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
山
添
え
に
は
御
山
守
内
木
彦
七
の

控
地
が
あ
り
、
青
葉
御
停
止
木
の
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
念
の
た
め
木
曽
材
木
奉
行
へ
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
他
の
場
所
は
、
差
障
り
の
な
い
場
所
で
あ
る
の

で
、
早
速
開
発
を
命
じ
て
も
よ
い
と
す
る
。

見
分
書
に
添
付
の
「
濃
州
三
ヶ
村
ニ
而
新
田
起
方
井
道
御
入
用
之
覚
」
で
は
、
濃
州

三
ヶ
村
の
新
田
開
発
候
補
地
は
合
計
で
二
八
町
余
を
見
立
て
、
用
水
開
削
費
用
は
、
合

計
四
三
両
の
見
積
も
り
を
出
し
て
い
る
。

な
お
、
松
田
六
兵
衛
は
、
こ
の
他
に
も
、
川
上
村
で
は
、
神
谷
平
で
田
畑
五
、
六
町

ほ
ど
、
付
知
村
で
は
、
大
野
と
い
う
場
所
で
四
〇
町
ほ
ど
、
加
子
母
村
に
お
い
て
も
三

〇
町
ほ
ど
の
田
畑
が
開
発
候
補
地
で
あ
る
と
し
、
追
々
吟
味
の
上
報
告
す
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
一
、
二
反
程
開
発
可
能
な
場
所
は
百
姓
自
分
入
用
で
開
発
す
る
よ
う
に
申
渡

し
た
と
い
う
。

（
二
）　

開
発
の
実
施
と
諸
問
題

水
野
の
新
田
開
発
構
想
を
受
け
て
、
松
田
に
よ
り
実
際
の
開
発
候
補
地
が
選
定
さ

れ
、
三
ヶ
村
で
は
尾
張
藩
に
よ
る
新
田
開
発
が
実
施
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
尾
張
藩

が
指
定
す
る
「
御
停
止
木
」
の
存
在
や
、
水
源
を
確
保
す
る
た
め
の
用
水
路
の
造
成
な

ど
ハ
ー
ド
ル
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
川
上
村
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
、
長
さ
二
一
六
間
ほ
ど
の
用
水
井
道

を
作
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
村
内
平
山
の
諸
木
を
お
よ
そ
三
〇
〇
本
伐
払

う
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
加
子
母
村
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
、
御
巣
山
伐
跡
の
近
辺

で
あ
る
細
野
杤
山
と
い
う
場
所
が
開
発
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
開
発
に
際

し
て
は
、
木
曽
材
木
奉
行
と
の
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
。

宝
暦
七
年（
一
七
五
七
）正
月
一
四
日
御
国
御
用
人
石
黒
丹
下
か
ら
木
曽
材
木
奉
行
の

寺
町
兵
左
衛
門
に
対
し
て
、
今
回
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
、
木
曽
材
木
奉
行
の
方
で
差

障
り
が
な
い
か
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
水
野
伴
左
衛
門
の
新
田
開
発
構

想
で
は
、
木
曽
材
木
奉
行
が
所
管
す
る
山
野
も
対
象
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
支
障
が
な

い
か
照
会
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
川
上
村
の
平
山
の
立
木
伐
払
い
に
つ
い
て

吟
味
の
上
考
え
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
書
付
四
通
と
と
も
に
書
類
が
木

曽
材
木
奉
行
へ
達
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
木
曽
材
木
奉
行
の
寺
町
兵
左
衛
門
は
、
御
山
守
内
木
家
に
対
し
て
正
月
一

（
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一
二
八

六
日
付
で
「
惣
躰
新
田
起
方
出
来
之
儀
ハ
村
方
助
成
第
一
可
然
儀
ニ
存
候
、
右
心
得
ニ

而
場
所
令
見
分
、
御
山
方
障
ニ
不
相
成
哉
否
之
儀
早
速
可
被
申
越
候
」
と
新
田
開
発
に

支
障
が
出
な
い
か
取
調
べ
を
命
じ
て
い
る
。

特
に
、
川
上
村
の
新
田
開
発
は
、
御
国
奉
行
と
木
曽
材
木
奉
行
と
村
側
間
で
の
調
整

が
難
航
し
て
開
発
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。「
御
用
状
留
」
を
み
る
と
、
圦
奉

行
松
田
六
兵
衛
の
見
分
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
て
も
開
発
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
明
和
三
年（
一
七
六
六
）に
水
野
伴
左
衛
門
が
再
び
村
に
赴
き
、

新
田
開
発
が
計
画
と
お
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
村
側
に
そ
の
事
情
を

尋
ね
た
。

川
上
村
の
主
張
は
、
水
野
の
新
田
開
発
構
想
に
あ
っ
た
土
地
は
、
百
姓
の
控
山
で
あ

り
、
新
田
開
発
が
行
わ
れ
る
と
、
本
田
の
肥
料
源
で
あ
る
「
草
山
」
が
な
く
な
っ
て
迷

惑
す
る
と
い
う
。
代
わ
り
に
草
山
の
代
替
地
を
用
意
す
る
な
ら
ば
、
開
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
、
川
上
村
の
百
姓
た
ち
は
、
草
山
と
な
り
得
る
代
替
地
を
書
き
上
げ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
所
は
い
ず
れ
も
「
御
停
止
木
」
が
「
宜
生
立
」
つ
場
所
で

あ
っ
た
。

川
上
村
が
代
替
地
と
し
て
候
補
と
し
た
場
所
を
め
ぐ
っ
て
は
、
木
曽
材
木
奉
行
か
ら

次
の
よ
う
な
書
状
が
内
木
彦
七
の
も
と
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
2
】 

川
上
村
之
儀
、
近
年
新
田
・
古
田
共
肥
草
山
ニ
御
停
止
木
生
茂
り
、
草
場
払
底
ニ

相
成
候
由
、
就
夫
別
紙
ニ
相
見
候
場
草
場
ニ
相
願
候
由
御
普
請
方
江
相
願
候
由
、

右
ハ
指
免
相
成
候
儀
ニ
者
不
相
見
候
得
共
、
其
元
了
簡
之
趣
等
承
度
候
間
、
委
細

吟
味
之
上
右
場
所
木
立
之
様
子
并
右
之
内
若
草
場
ニ
相
成
候
而
も
不
苦
場
所
ニ
有

之
候
哉
、
了
簡
之
趣
無
指
控
可
被
申
越
候
、
仍
而
別
紙
壱
通
指
越
之
候
、
以
上
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倉
林
藤
右
衛
門

内
木
彦
七
殿

木
曽
材
木
奉
行
の
考
え
で
は
、
川
上
村
が
草
山
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
場
所

は
、「
御
停
止
木
」
が
生
え
る
場
所
で
あ
り
、
特
別
に
許
可
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
は
な
い
か（「
指
免
相
成
候
儀
ニ
者
不
相
見
候
」）と
し
て
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
が

こ
こ
で
御
山
守
で
あ
る
内
木
家
の
判
断
が
優
先
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
代
官
所
役
人
は
川
上
村
庄
屋
に
対
し
て
「
明
キ
山
芝
草
等
入
用
と
し
て
御
請

取
有
之
度
旨
、
此
間
木
曽
御
材
木
奉
行
衆
之
内
日
下
部
平
次
郎
殿
江
伴
左
衛
門
殿
ゟ
内

談
有
之
」
と
水
野
伴
左
衛
門
か
ら
木
曽
材
木
奉
行
の
日
下
部
平
次
郎
に
内
々
に
相
談
し

た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、「
然
共
山
々
所
々
之
儀
ニ
付
委
ク
承
知
候
境
無
覚
束
候
へ
ハ
、

内
儀
（
木
）彦
七
方
江
平
次
郎
殿
ゟ
内
聞
も
可
有
之
哉
と
存
し
申
迄
無
之
候
へ
共
、
彦
七
方

へ
各
ゟ
も
厚
御
頼
無
相
違
相
済
候
様
致
度
申
入
候
間
能
々
御
勘
弁
、
彦
七
方
へ
御
頼
有

之
様
ニ
奉
存
候
」
と
、
木
曽
材
木
奉
行
か
ら
今
回
の
草
山
の
件
は
内
木
彦
七
に
内
談
が

あ
る
と
思
う
が
、
村
側
も
内
木
家
に
厚
く
頼
み
入
れ
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
助
言
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
御
山
守
内
木
家
は
単
な
る
実
務
担
当
で
は
な
く
、
藩
と

村
を
媒
介
す
る
調
整
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
水
野
の
計
画
し
た
川
上
村
の
新
田
開
発
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、

当
該
村
に
お
け
る
大
規
模
な
新
田
開
発
は
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
山
野
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）　

天
明
・
文
化
期
に
お
け
る
尾
張
藩
の
新
田
調
査

天
明
期
以
降
、
濃
州
三
ヶ
村
は
、
太
田
代
官
所
の
所
管
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
太

田
代
官
所
の
新
田
開
発
に
関
す
る
動
向
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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九

『
川
上
村
史
』
で
は
、
天
明
六
年（
一
七
八
六
）二
月
作
成
の
「
新
規
御
新
田
并
草
山
場

所
之
覚
」
と
題
す
る
書
状
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
尾
張
藩
の
新
田
調
査
に
答

え
て
、
村
内
の
開
発
可
能
な
新
田
の
場
所
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
さ
れ
、
当
該
期
に
お

い
て
、
代
官
所
に
よ
る
新
田
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
れ
は

付
知
村
・
加
子
母
村
の
両
村
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
川
上
村
は
御
尋
に
対
し

て
、
い
ず
れ
も
「
水
は
御
座
な
く
候
」
と
記
し
て
い
る
の
み
で
、
開
発
に
関
す
る
村
の

意
見
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
『
川
上
村
史
』
に
は
、
文
化
八
年（
一
八
一
一
）一
〇
月
に
作
成
さ
れ
た
「
御

田
地
新
開
場
所
御
調
方
書
上
帳
」
と
題
す
る
史
料
が
確
認
で
き
、
再
度
新
田
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
天
明
六
年（
一
七
八
六
）時
と
同
様
に
、
太
田

代
官
所
に
よ
る
新
田
調
査
に
答
え
た
報
告
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
天
明
六
年（
一
七
八

六
）に
比
べ
、
場
所
ご
と
に
面
積
を
記
し
、
用
水
路
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

特
に
、
書
き
上
げ
ら
れ
た
場
所
の
多
く
は
、
百
姓
控
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
は
、

檜
類
が
繁
茂
し
、
下
草
は
育
た
ず
、
鹿
や
猪
が
生
息
す
る
場
所
と
な
り
、
田
畑
を
荒
ら

し
迷
惑
し
て
い
る
と
い
う
。
檜
類
を
伐
採
す
れ
ば
そ
の
跡
地
に
は
、
草
山
も
育
ち
新
田

開
発
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
檜
類
の
伐
採
を
藩
に
願
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
村

内
で
開
発
が
可
能
な
場
所
は
、「
御
停
止
木
」
が
所
在
す
る
山
野
に
多
い
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

一
方
、
文
化
年
間（
一
八
〇
四
〜
一
八
）の
太
田
代
官
所
に
よ
る
新
田
調
査
は
、
川
上

村
だ
け
で
な
く
、
加
子
母
村
・
付
知
村
で
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
文
化
元
年（
一

八
〇
四
）七
月
三
日
の
「
御
用
状
留
」
に
は 「
付
知
・
加
子
母
百
姓
控
林
・
荒
地
・
草
山

等
之
内
新
田
畑
掘
起
願
之
儀
、
追
々
相
伺
置
申
候
処
、
右
ハ
支
配
御
代
官
方
へ
願
出
シ
、

其
筋
ゟ
御
役
所
へ
相
廻
、
其
上
猶
更
御
吟
味
御
座
候
由
被
仰
下
承
知
仕
候
」
と
あ
り
、

（
13
）

（
14
）

百
姓
控
林
・
荒
地
・
草
山
な
ど
を
開
発
す
る
場
合
、
ま
ず
は
支
配
代
官
所
に
願
書
を
提

出
し
、
代
官
所
か
ら
木
曽
材
木
奉
行
へ
廻
し（
照
会
）、
そ
の
上
で
吟
味
を
行
う
旨
が
御

山
守
内
木
家
か
ら
百
姓
ら
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
期
、
山
野
に
お
け
る

新
田
開
発
を
村
側
が
要
求
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
一
八
世
紀
中

頃
以
来
、
藩
が
定
期
的
に
新
田
と
な
り
う
る
候
補
地
を
書
き
上
げ
さ
せ
、
奨
励
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
、
文
化
八
年（
一
八
一
一
）に
は

加
子
母
村
で
大
規
模
な
新
開
事
業
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
詳

し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三　

渡
合
新
開

最
後
に
、
加
子
母
村
で
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
渡
合
新
開
の
様
子
を
具
体
的
に
み
て

い
き
た
い
。
渡
合
は
、
加
子
母
村
内
の
山
間
部
に
位
置
し
、
特
に
、
渡
合
西
股
入
で
は
、

二
間
～
五
間
ほ
ど
の
鳥
黐
を
生
産
す
る
「
も
ち
田
」
が
あ
り
、
水
は
け
が
よ
い
土
地
柄

で
あ
っ
た
。
渡
合
に
つ
い
て
は
史
料
で
は
、「
新
田
」
と
も
「
新
開
」
と
も
表
記
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
新
開
」
と
統
一
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
加
子
母

村
、
及
び
渡
合
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
【
図
2
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
）　

渡
合
新
開
願
書

文
化
八
年（
一
八
一
一
）に
太
田
代
官
所
が
新
田
調
査
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
加
子
母
村
に
お
い
て
も
代
官
所
か
ら
新
田

開
発
が
可
能
な
場
所
を
書
き
上
げ
る
よ
う
に
指
示
が
出
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）一
二
月
に
は
次
の
よ
う
な
願
書
が
確
認
で
き

（
15
）
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三
〇

る
。
史
料
を
掲
げ
た
い
。

【
史
料
3
】

　
　
　
　
　
　

乍
恐
御
願
奉
申
上
候
御
事

一
、
①
当
村
地
内
御
山
内
渡
合
与
申
所
御
新
開
御
目
論
見
御
座
候
由
村
方
お
ゐ
て

差
障
之
筋
ハ
無
御
座
候
哉
、右
場
所
之
儀
新
開
ニ
相
成
永
々
御
田
地
相
続
可
仕
哉
、

且
新
開
之
仕
法
并
引
越
候
百
姓
村
内
ニ
有
之
候
哉
、
実
意
之
儀
御
達
可
申
上
旨
預

庄
屋
付
知
村
田
口
忠
左
衛
門
江
御
内
慮
之
趣
私
共
江
委
細
申
聞
候
付
、
村
内
之
者

（
16
）

　図2　加子母村、及び渡合の位置

共
談
判
仕
候
処
、
②
右
場
所
之
儀
ハ
土
生
宜
候
付
、
右
渡
合
之
内
、
池
ヶ
平
三

町
・
姥
ヶ
平
三
町
・
押
ヶ
平
三
拾
町
余
、
都
合
三
ヶ
所
御
新
開
場
所
御
座
候
、
一

殊
ニ
御
新
開
御
座
候
儀
ハ
た
い
そ
う
成
御
儀
ニ
而
不
容
易
御
事
ニ
御
座
候
得
ハ

先
々
押
ヶ
平
壱
ヶ
所
町
数
〆
三
拾
町
程
茂
御
座
候
付
、
御
手
初
ニ
被
遊
、
追
々
御

田
地
出
来
之
上
、
引
越
百
姓
少
々
御
座
候
上
ニ
而
、
夫
々
場
所
地
生
等
御
吟
味
之

上
、
御
新
開
被
遊
候
方
ニ
茂
奉
存
候
、
③
別
紙
仕
法
書
之
通
ニ
被
遊
候
得
ハ
、
御

新
開
出
来
仕
、
永
々
御
田
地
相
続
可
仕
与
奉
存
候
、
引
越
百
姓
之
儀
ハ
付
知
村
・

加
子
母
村
之
儀
ハ
人
数
多
之
村
方
故
無
高
之
内
吟
味
仕
、
実
躰
成
者
共
為
引
越
候

様
可
仕
候
、
且
御
新
開
場
所
押
ヶ
平
ニ
御
座
候
木
品
ヲ
以
夫
々
御
運
上
等
積
書
之

儀
ハ
大
法
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
外
々
ニ
而
も
御
吟
味
被
仰
付
、
少
々
ニ
而
茂
御
運
上

多
ク
方
江
被
仰
付
候
様
奉
存
候
、
其
内
同
様
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
村
方
江
被　

仰

付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
尤
仕
法
書
御
運
上
之
儀
ハ
積
通
ゟ
多
差
出
候
者
御
座

候
得
ハ
其
者
江
被
仰
付
候
儀
ハ
□
□
無
御
座
儀
ニ
奉
存
候
、
新
開
之
儀
ハ
前
顕
申

上
候
通
村
方
之
儀
ハ
御
田
地
不
相
応
之
人
数
多
之
村
方
故
常
々
夫
食
等
少
ク
往
古

ゟ
御
年
貢
之
儀
作
食
米
ニ
御
拝
借
仕
、
其
余
不
足
之
分
者
他
村
、
又
ハ
御
材
木
御

仕
出
之
節
、
杣
并
川
榑
日
雇
等
ニ
罷
出
、
漸
々
世
渡
仕
候
仕
合
ニ
御
座
候
、
往
古

ハ
只
今
之
御
山
内
ゟ
御
年
貢
与
し
て
材
木
等
ニ
而
御
上
物
仕
入
候
村
方
御
座
候
処
、

享（元
文
五
）

和
十
三
申
年
迄
板
子
翌
酉
年
ゟ
御
高
附
御
年
貢
米
ニ
相
成
、
其
後
追
々
困
窮
仕

候
故
奉
願
上
候
処
、
御
高
之
儀
半
減
ニ
被
成
下
御
願
を
以
漸
々
御
百
姓
相
続
仕
居

申
候
仕
合
御
座
候
得
ハ
少
々
ニ
而
も
御
田
地
出
来
仕
候
得
ハ
作
食
并
夫
食
之
助
ニ

相
成
申
候
付
、
御
新
開
ニ
付
賃
銭
多
少
ニ
ハ
拘
り
不
申
御
田
地
出
来
仕
候
ハ
ヽ
難

有
儀
ニ
奉
仕
存
候
間
、
村
方
江
被　

仰
付
候
様
仕
度
奉
存
候
、
若
人
別
請
、
又
ハ

他
所
ゟ
御
新
開
御
引
請
申
上
候
様
相
成
候
而
ハ
村
方
ゟ
引
越
候
者
共
ハ
小
作
之
姿

ニ
相
成
、
地
徳
ハ
其
者
計
、
徳
米
一
向
薄
ク
相
成
候
儀
ニ
相
見
、
引
越
候
者
先
ツ
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一

ハ
少
ク
、
殊
ニ
新
開
ニ
付
而
ハ
御
役
人
様
方
追
々
御
見
分
御
座
候
御
儀
与
乍
憚
奉

推
察
候
、
其
節
々
人
足
ハ
勿
論
御
休
泊
等
之
儀
も
村
方
江
被　

仰
付
候
得
ハ
、
下

用
等
江
茂
乍
恐
差
響
キ
困
窮
之
村
方
□
□
分
迷
惑
仕
候
、
村
内
一
同
御
引
請
申
上
、

御
新
開
仕
候
得
ハ
、
外
人
与
違
、
村
方
之
儀
ニ
付
、
中
途
ニ
而
御
断
申
上
候
儀
難

相
成
儀
御
座
候
、
賃
銭
等
之
儀
も
自
ラ
村
方
江
納
り
候
得
ハ
、
御
救
之
筋
ニ
も
相

成
候
間
、
何
卒
村
方
江
被
仰
付
候
様
奉
願
上
候
、
御
新
開
出
来
仕
候
而
ハ
御
上
之

御
利
益
并
村
方
筋
ニ
相
成
候
儀
ニ
付
、
村
方
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
之
通
相

成
候
得
ハ
御
益
茂
付
、
村
内
助
ニ
相
成
候
得
ハ
、
乍
憚
私
共
御
奉
公
ニ
も
相
成
候

哉
ニ
奉
存
候
間
、
い
つ
れ
ニ
も
人
別
并
他
村
等
之
者
共
江
引
請
ニ
被
仰
付
候
儀
御

免
被
成
、
厚
御
勘
考
御
憐
憫
之
上
御
聞
済
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

文
化
七
年
午
十
二
月

濃
州
恵
那
郡
加
子
母
村　
　
　
　

組
頭　

源
兵
衛
㊞　

同
断　

伊
右
衛
門
㊞

同
断　

利
右
衛
門
㊞

同
断　

源
右
衛
門
㊞

同
断　

金
左
衛
門
㊞

同
断　

平
左
衛
門
㊞

同
断　

勘
四
郎
㊞　

同
断　

伴
次
郎
㊞　

同
断　

喜
七
㊞　
　

同
断　

弥
兵
衛
㊞　

同
断　

茂
八　
　
　

同
断　

吉
郎
兵
衛
㊞

惣
百
姓
新
兵
衛
㊞　

同
断　

喜
八
㊞　
　

　
　

毛
受
仙
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　

御
陣
屋

右
一
同
御
願
申
上
候
通
、
御
聞
済
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

右
村
預
庄
屋　
　
　
　

付
知
村　
　
　
　
　

田
口
忠
左
衛
門
㊞

こ
れ
は
、
加
子
母
村
か
ら
太
田
代
官
所
に
提
出
さ
れ
た
願
書
の
控
え
で
あ
る
。
内
容

か
ら
み
て
、
尾
張
藩
の
渡
合
新
開
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
、
村
側
が
回
答
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
に
加
子
母
村
地
内
の
渡
合
に
つ
い

て
新
開
の
計
画（
御
目
論
見
）が
あ
る
が
村
側
は
そ
の
こ
と
に
差
障
り
が
あ
る
の
か
、
第

二
に
、
渡
合
を
新
開
し
た
場
合
、
長
い
期
間
田
地
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
第

三
に
新
開
の
方
法
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
も
の
や
、
渡
合
に
引
越
す
予
定
の
百
姓
は
い

る
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（
傍
線
部
①
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
加
子
母
村
で
は
、
渡
合
は
「
土
生
宜
」
し
き
場
所
と
し
て
、
中
で

も
池
ヶ
平 

三
町
・
姥
ヶ
平
三
町
・
押
ヶ
平
三
〇
町
余
の
合
計
三
か
所
を
新
開
場
所
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
度
に
開
発
を
行
う
の
は
「
た
い
そ
う
成
御
儀
」
で
あ

る
の
で
、
ま
ず
は
、
押
ヶ
平
一
か
所（
三
〇
町
ほ
ど
）を
手
始
め
に
開
発
し
、
追
々
開
発

が
進
み
次
第
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
柄
を
調
査
し
た
上
で
他
の
場
所
も
開
発
す
る
こ
と
を

提
案
し
た（
傍
線
部
②
）。

開
発
の
仕
法
書
の
内
容
は
確
認
で
き
な
い
が
、
加
子
母
村
か
ら
仕
法
書
を
提
示
し
た

上
で
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
田
地
を
相
続
で
き
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
渡
合
に

引
越
す
百
姓
に
つ
い
て
は
、
付
知
村
・
加
子
母
村
は
人
口
の
多
い
村
方
で
あ
る
た
め
、
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三
二

無
高
の
住
民
か
ら
「
実
躰
成
者
」
を
引
越
し
さ
せ
る
な
ど
、
村
側
が
渡
合
新
開
を
強
く

望
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る（
傍
線
部
③
）。

な
お
、
当
史
料
は
、
加
子
母
村
組
頭
か
ら
太
田
代
官
所
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
御
山
守
内
木
家
は
本
件
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
的
に
内
木
家
の

関
与
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、「
御
停
止
木
」
が
所
在
す
る
渡
合
の
開
発
に
際
し
て
は
、

村
側
か
ら
事
前
に
内
木
家
に
対
し
て
内
々
の
相
談
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
当
願
書

が
内
木
家
文
書
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
。
つ
ま

り
、
山
野
に
お
け
る
新
田
開
発
の
願
書
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
村
方
→
代
官
所
→
木

曽
材
木
奉
行（
→
御
山
守
）の
ル
ー
ト
を
と
る
が
、
代
官
所
に
提
出
す
る
前
段
階
に
お
い

て
森
林
の
管
理
・
取
締
り
の
実
務
を
把
握
し
て
い
た
御
山
守
内
木
家
が
書
類
作
成
や
仕

法
書
作
成
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
二
）　

渡
合
新
開
の
着
手

そ
れ
で
は
、
渡
合
新
開
の
着
手
の
様
子
を
み
て
い
き
た
い
。

文
化
八
年（
一
八
一
一
）七
月
一
三
日
、
内
木
彦
七
・
善
右
衛
門
父
子
が
勘
定
奉
行
所

に
呼
び
出
さ
れ
、
渡
合
新
開
御
用
役
を
命
じ
ら
れ
、
渡
合
新
開
に
先
立
っ
て
、
渡
合
か

ら
檜
な
ど
の
木
材
を
伐
り
出
す
作
業
の
監
督
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
御
山
守
の

仕
事
で
あ
る
三
浦
山
見
廻
り
や
巣
鷹
御
用
な
ど
は
、
こ
の
間
、
二
男
の
内
木
源
次
が
臨

時
で
勤
め
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。

木
材
の
伐
り
出
し
は
、
文
化
八
年（
一
八
一
一
）九
月
一
〇
日
か
ら
始
ま
り
、
作
業
は

一
〇
月
一
八
日
ま
で
、
日
数
に
す
る
と
、
三
九
日
間
を
要
し
た
。

新
開
費
用
は
「
加
子
母
山
渡
合
押
ヶ
平
新
開
場
所
御
材
木
御
元
伐
御
入
用
取
立
帳
」

に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
た
い
。

【
史
料
4
】

　
　
　

目
録

一
、
金
拾
八
両
弍
分
、
銀
拾
壱
匁
四
分
八
厘　
　

杣
・
木
挽
・
代
人
・
持
子
・
小
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
き
賃
銀

一
、
金
弍
両
壱
分
、
銀
拾
弍
匁　
　
　
　
　
　
　

杣
・
木
挽
・
代
人
江
酒
手
代

一
、
金
六
両
弍
分
、
銀
壱
匁
九
分
九
厘　
　
　
　

丸
太
杣
届
代

一
、
金
七
両
三
分
、
銀
九
匁
六
分
四
厘　
　
　
　

米
代

一
、
金
三
分
、
銀
拾
三
匁
七
分
六
厘　
　
　
　
　

味
噌
・
塩
代

　
　

銭
九
百
弍
拾
文　
　

一
、
金
三
分
、
銀
九
分
八
厘　
　
　
　
　
　
　
　

諸
道
具
代

　
　

銭
拾
貫
五
百
弍
拾
文

一
、
金
壱
分
、
銀
壱
匁
六
分
四
厘　
　
　
　
　
　

諸
買
上
物
代

　
　

銭
三
貫
四
百
八
文

一
、
金
壱
両
弍
分
、
銀
六
匁
八
分
七
厘　
　
　
　

御
役
人
雑
用

一
、
銭
壱
貫
弍
百
六
拾
四
文　
　
　
　
　
　
　
　

諸
式
借
り
物
損
料

一
、
銀
七
匁
五
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
買
入
世
話
人
江
遣
ス

一
、
銭
九
貫
弍
百
六
拾
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
式
持
送
駄
賃

一
、
金
三
分
弍
朱
、
銀
三
匁
九
分　
　
　
　
　
　

村
方
雇
人
足
代

　

〆
金
四
拾
両
壱
分
、
銀
壱
匁
四
分

　
　

銭
弍
拾
五
貫
三
百
七
拾
六
文

　
　
　

此
金
三
両
三
分
、
銀
弍
匁
弍
分

　

合　

金
四
拾
四
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
入
用
払
出

　
　
　

銀
三
匁
六
分

右
ハ
当
未
年
加
子
母
山
渡
合
押
ヶ
平
新
開
場
所
御
材
木
御
本
伐
御
入
用
金
銀
御
勘

（
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）
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定
如
此
仕
上
申
候
、
以
上

　
　

未
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
庄
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
木
彦
七

伐
り
出
し
に
掛
か
る
人
件
費
に
加
え
、
米
・
塩
・
味
噌
代
な
ど
新
開
に
伴
う
経
費
の

内
訳
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
渡
合
新
開
の
総
費
用
は
四
四
両
と
銀
三
匁
六
分
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
費
用
は
、「
右
場
所
立
木
御
払
代
等
を
以
新
開
御

入
用
ニ
振
向
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
渡
合
内
、
押
ヶ
平
・
池
ヶ
平
・
姥
ケ
畑
で
伐
採
し

た
木
材
の
費
用
で
補
塡
し
た
。
他
の
史
料
を
み
る
と
「
御
本
切
御
入
用
」
が
五
〇
両
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
差
し
引
い
て
、
金
五
両
三
分
二
朱
・
銀
三
匁
九
分
の
黒
字
と
な
り
、

そ
の
分
は
藩
へ
返
納
し
た
。

渡
合
押
ヶ
平
に
は
試
験
的
に
苗
の
植
え
付
け
が
行
わ
れ
た
。
文
化
九
年（
一
八
一
二
）

の
「
御
用
状
留
」
を
み
る
と
、
そ
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
5
】

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
向
暑
之
節
益
御
勇
健
被
為
遊
奉
恐
悦
候
、
然
者
渡
合
新
開
場

所
為
試
此
節
実
蒔
并
苗
植
付
申
候
、
去
冬
少
し
ツ
ヽ
苗
植
付
ケ
申
候
分
至
極
見
事

ニ
生
立
申
候
、
此
段
御
承
知
被
成
下
候
様
仕
度
、
仍
之
別
紙
相
添
御
達
申
上
候
、

以
上

　
　

五
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
木
彦
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
木
善
右
衛
門

　
　

毛
受
仙
左
衛
門
様

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
木
材
の
伐
り
出
し
が
完
了
し
た
後
、
す
ぐ
に
試
験
的
に
「
実
蒔
」

や
「
苗
植
付
」
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）の

五
月
に
な
る
と
「
見
事
ニ
生
立
」
と
あ
り
、
そ
の
様
子
を
太
田
代
官
所
へ
報
告
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
開
地
で
の
作
物
の
栽
培
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的

に
は
、
稲
葱
・
た
ば
こ
・
稗
・
大
豆
・
小
豆
・
か
ぶ
ら
・
茄
子
・
稷
・
大
麦
・
小
麦
・

蕎
麦
・
油
な
ど
の
栽
培
に
成
功
し
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
新
開
地
を
維
持
し
て
い
く
の
は
大
変
で
あ
っ
た
よ
う
で
、「
渡
合
道
筋
手

当
不
仕
候
而
ハ
、
通
行
甚
難
儀
、
大
草
原
」
で
あ
り
、「
毒
虫
」
が
出
て
し
ま
う
た
め
、

人
足
を
雇
い
、
草
刈
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
追
加
の
人
足
賃
な
ど
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

文
化
年
間（
一
八
〇
四
〜
一
八
）に
お
い
て
は
、
渡
合
の
内
、
押
ヶ
平
の
み
開
発
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
他
開
発
の
候
補
と
な
っ
て
い
た
池
ヶ
平
・
姥
ヶ
畑
に
つ
い
て
は
開
発
が

な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
を
確
認
し
た
い
。

【
史
料
6
】 

　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
御
事

去
ル
巳
年
以
来
凶
作
続
キ
ニ
付
、
村
方
甚
難
渋
罷
有
候
処
、
当
年
ハ
余
程
順
気
も

宜
、
豊
年
方
ニ
も
候
半
哉
と
奉
存
、
相
歓
居
申
候
処
、
元
来
加
子
母
村
之
儀
ハ
山

嶽
下
タ
ニ
付
、
豊
年
た
り
と
も
外
ニ
見
く
ら
ヘ
候
而
ハ
十
分
ニ
ハ
無
御
座
所
柄
ニ

付
、
是
迄
数
年
凶
作
ニ
向
イ
難
渋
罷
在
候
、
村
方
給
食
等
ニ
も
喰
お
く
れ
候
、
乍

去
当
年
ハ
い
づ
れ
も
給
物
取
上
候
ニ
付
、
此
上
取
続
方
種
々
申
相
候
処
、
何
等
外

方
便
も
無
御
座
候
間
、
弐
拾
九
ヶ
年
程
以
前
文
化
八
未
年
毛
受
仙
左
衛
門
様
御
勤

役
之
節
、
御
催
御
企
被
為
在
候
加
子
母
山
西
股
入
渡
合
押
ヶ
平
・
姥
ヶ
畑
・
池
ヶ

平
新
開
可
相
成
、
右
三
ヶ
所
之
内
押
ヶ
平
御
試
可
有
御
座
旨
ニ
而　
　

御
勘
定

所
・
木
曽
御
材
木
方
・
御
陣
屋
ゟ
御
入
込
被
為
在
、
御
取
計
御
座
候
場
所
立
木
等

御
元
伐
有
之
、
其
後
姥
ヶ
畑
・
池
ヶ
平
其
外
ハ
不
残
御
元
伐
御
材
木
御
伐
出
ニ
相

成
候
、
其
後
如
何
し
て
候
哉
、
新
開
御
止
メ
ニ
相
成
居
候
処
、
一
躰
新
開
ニ
も
御

催
御
取
端
立
も
御
座
候
場
所
之
儀
ニ
も
御
座
候
間
、
右
場
所
之
内
伐
畑
ニ
仕
、
諸

作
蒔
付
取
上
ケ
候
ハ
ヾ
、
村
方
撫
育
ニ
も
相
成
、
幾
々
之
御
益
筋
ニ
も
相
成
可
申

（
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濃
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一
三
四

儀
ニ
候
ハ
ヾ
、
先
つ
〳
〵
為
試
伐
畑
ニ
拵
へ
、
諸
作
蒔
付
申
度
旨
段
々
談
判
仕
候

ニ
付
、
直
様
も
罷
越
候
人
別
吟
味
仕
候
処
、
差
当
り
別
紙
名
前
之
者
共
相
越
度
旨

申
出
候
、
跡
ハ
引
続
キ
相
越
度
と
申
者
御
座
候
、
右
諸
作
之
生
立
候
様
子
ニ
随
ひ
、

田
所
ニ
も
可
相
成
候
ハ
ヾ
、
堀
起
シ
模
様
ニ
可
仕
候
と
奉
存
候
、
右
之
通
ニ
御
座

候
得
共
、
節
々
御
陣
屋
江
罷
出
下
用
等
相
懸
り
候
而
者
下
地
困
窮
之
者
ニ
付
、
気

之
毒
仕
候
間
、
格
別
之
御
憐
考
を
以
先
つ
〳
〵
為
試
、
当
時
伐
畑
ニ
被　
　

仰
付

被
下
置
候
様
偏
ニ
奉
願
上
候
、
猶
又
諸
作
生
立
方
模
様
宜
敷
候
ハ
ヾ
、
行
々
御
為

筋
ニ
も
可
相
成
哉
と
乍
恐
奉
存
候
、
依
之
別
紙
相
添
奉
願
上
候
、
以
上

　
　

天
保
十
年

　
　
　
　
　
　

亥
十
月

加
子
母
村
庄
屋　
　

佐
右
衛
門

同
断　
　
　
　
　
　

安
江
政
助

　
　

内
木
清
衛
様

　
　

内
木
彦
七
様

小
郷
彦
兵
衛
忰　
　

彦
右
衛
門

小
郷　
　
　
　
　
　

常
助　
　

同
断　
　
　
　
　
　

栄
吉　
　

同
断　
　
　
　
　
　

定
助　
　

数
戸　
　
　
　
　
　

政
治
郎　

桒
原
組　
　
　
　
　

久
次　
　

同
断　
　
　
　
　
　

喜
作　
　

桒
原
組　
　
　
　
　

紋
三
郎　

桒
原
中
組　
　
　
　

惣
七　
　

伝
右
衛
門

　
　
　

〆　

拾
壱
人

渡
合
伐
畑
前
件
之
通
り
追
而
奉
願
上
候
心
得
ニ
御
座
候
得
共
、
先
つ
〳
〵
御
伺
ひ

旁
御
内
達
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　

天
保
十
年�

加
子
母
村
庄
屋　
　
　

　
　
　
　

亥
十
年�

安
江
政
助

同
断　
　
　
　
　
　
　

佐
右
衛
門

　
　
　
　

内
木
清
衛
様

　
　
　
　

内
木
彦
七
様

文
化
八
年（
一
八
一
一
）の
押
ヶ
平
の
開
発
後
、
二
九
年
間
が
経
過
し
た
が
、
姥
ヶ

畑
・
池
ヶ
平
に
つ
い
て
は
木
材
の
伐
り
出
し
が
実
施
さ
れ
た
だ
け
で
開
発
は
行
わ
れ
て

い
た
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
姥
ヶ
畑
・
池
ヶ
平
に
つ
い
て
は
、
新
開
候
補
地

に
な
っ
て
い
た
場
所
で
あ
る
の
で
、
そ
の
場
所
の
一
部
を
切
畑
に
す
れ
ば
、「
村
方
撫
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一
三
五

育
」
に
も
な
り
、
藩
の
利
益
に
も
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
に
渡
合
に

引
越
し
を
希
望
す
る
村
民
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、「
別
紙
名
前
之
者
」
が
希
望
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
史
料
の
末
に
一
一
名
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
た
だ
し
、
一
〇
名
し

か
記
さ
れ
て
い
な
い
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
関
連
史
料
が
乏
し
く
、
実
際
に
、
姥
ヶ
畑
・
池
ヶ
平
に
お
い
て
切

畑
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
渡
合
新
開
に
つ
い
て
は
、
天
保

飢
饉
時
に
再
熱
し
、村
側
か
ら
開
発
の
要
望
が
あ
っ
た
点
で
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

内
木
家
に
願
書
を
「
内
達
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
開
発
に
御
山
守
が
深
く
関
与
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）　

そ
の
後
の
渡
合
新
開
の
様
子

そ
の
後
の
渡
合
は
当
初
の
加
子
母
村
の
仕
法
書
の
と
お
り
開
発
が
な
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。「
御
用
状
留
」
を
み
て
い
く
と
、
安
政
五
年（
一
八
五
八
）に
加
子
母
村

良
平
が
渡
合
字
押
ヶ
平
の
開
発
を
再
び
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ

し
、
良
平
の
開
発
の
内
実
は
、
田
畑
の
開
発
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
次
の
史
料
を
確

認
し
た
い
。

【
史
料
7
】 

加
子
母
村
渡
合
大
平
与
申
所
、
新
開
切
起
方
之
儀
内
実
ハ
木
曽
大
瀧
村
江
之
間
経

追
々
切
弘
、
旅
人
通
行
之
便
宜
、
且
塩
穀
等
右
村
々
江
運
送
中
継
等
之
利
潤
を
貪

候
企
之
由
等
茂
相
聞
候
付
、
頃
日
相
尋
委
曲
勘
弁
之
趣
被
申
達
候
、
然
処
加
子
母

村
良
平
与
申
者
、
杣
人
足
等
為
入
込
、
御
山
内
雑
木
伐
採
、
家
居
板
蔵
等
取
建
、

家
内
召
連
れ
入
込
、
先
達
而
立
合
見
分
之
地
所
縄
外
江
も
追
々
堀
起
、
家
居
取
建

方
ニ
付
而
何
等
届
も
無
之
、
甚
不
締
之
趣
等
御
自
分
ゟ
木
曽
御
材
木
奉
行
江
相
伺

被
申
達
候
旨
尚
又
談
之
趣
有
之
候
、（
後
略
）

こ
れ
は
、
太
田
代
官
所
か
ら
御
山
守
内
木
家
に
対
し
て
差
し
出
さ
れ
た
も
の
の
抜
粋

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
加
子
母
村
渡
合
大
平
入（
字
押
ヶ
平
）に
お
い
て
行
わ
れ
て

い
る
開
発
に
つ
い
て
は
、
田
畑
な
ど
の
耕
地
の
開
発
を
名
目
と
し
て
、
そ
の
内
実
は
、

木
曽
王
瀧
村
に
至
る
道
筋
を
開
拓
し
、
旅
人
通
行
の
便
宜
を
は
か
り
、
或
い
は
塩
穀
な

ど
を
王
瀧
村
に
中
継
し
、
そ
の
利
潤
を
得
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

良
平
は
、
杣
人
足
を
雇
い
山
内
の
雑
木
を
伐
採
し
、
家
居
な
ど
代
官
所
の
許
可
な
く
建

設
し
て
い
た
と
い
う
。

実
際
に
役
人
が
見
分
を
し
、
本
人
に
事
情
を
聞
く
と
、
試
し
に
作
物
を
植
え
付
け
た

が
、や
は
り
、渡
合
は
「
深
山
」
で
全
く
作
物
が
育
た
ず
遂
に
は
開
発
で
き
ず
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
田
畑
の
新
開
は
名
目
で
あ
り
、
内
実
は
、
王
瀧
村
へ

の
道
路
を
作
り
旅
行
者
の
便
宜
を
は
か
り
、
塩
や
穀
物
な
ど
を
同
地
へ
中
継
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
良
平
は
五
〇
〇
文
、
庄
屋
・
組
頭
は
三
〇
〇
文
ず
つ
の
過
料

が
命
じ
ら
れ
た
。

お　

わ　

り　

に

本
稿
で
は
、
濃
州
三
ヶ
村
に
お
け
る
新
田
開
発
に
つ
い
て
、
御
山
守
内
木
家
文
書
を

中
心
に
検
討
し
、
特
に
、
村
落
の
大
部
分
を
占
め
た
山
野
の
開
発
に
つ
い
て
み
て
き

た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
本
稿
の
意
義
は
、
新
田
開
発
を
山
野
支
配
と
の
関
係
か
ら
捉
え
直
し
た
点

に
あ
る
。
村
落
の
大
半
を
森
林
が
占
め
る
三
ヶ
村
は
、
享
保
の
林
政
改
革
に
よ
っ
て
、

役
木
廃
止
と
な
り
、
下
用
米
給
付
が
途
絶
え
た
こ
と
で
、
夫
食
自
給
が
困
難
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
村
落
同
様
、
農
業
生
産
の
重
要
性
が
増
し
て
い
た
。
土
地
の

（
22
）

（
23
）



濃
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割
合
に
対
し
て
人
口
が
多
い
三
ヶ
村
の
渡
世
は
乏
し
く
、
穀
物
増
産
と
し
て
新
田
開
発

が
奨
励
さ
れ
た
。
特
に
、
御
国
奉
行
水
野
伴
左
衛
門
は
、
三
ヶ
村
を
見
分
し
、
新
田
開

発
が
で
き
る
場
所
を
二
〇
〇
町
程
と
し
、
全
て
開
発
可
能
な
ら
ば
二
〇
〇
〇
石
余
に
も

な
る
と
し
た
。

水
野
が
構
想
し
た
開
発
候
補
地
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ

の
多
く
は
木
曽
材
木
奉
行
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
山
野
に
か
か
る
場
所
が
候
補
地
と

な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
百
姓
の
控
山
や
「
御
停
止
木
」
な
ど
の
諸
問
題

が
あ
り
、
計
画
と
お
り
の
開
発
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
実
際
に
山
野
を
も
開
発
の
視
野
に
入
れ
た
水
野
の
構
想
は
そ
の
後
の
山
野

の
開
発
を
促
す
結
果
と
な
っ
た
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
藩
が
度
々
開
発
を
促
し
た
こ
と

で
、
村
で
は
、
元
来
「
定
り
候
高
之
外
者
田
畑
切
起
不
相
成
」
と
い
う
心
得
で
あ
っ
た

が
、
尾
張
藩
の
政
策
を
受
け
て
、
百
姓
控
山
や
草
山
、
山
野
の
荒
地
ま
で
も
開
発
の
対

象
と
し
て
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
、
地
方
支
配
・
山
野
支
配
と

い
っ
た
所
管
を
横
断
す
る
御
国
奉
行
水
野
の
新
田
開
発
構
想
の
意
義
が
見
出
せ
る
の
で

は
な
い
か
。
本
稿
で
は
、
開
発
の
成
否
に
関
わ
ら
ず
、「
御
停
止
木
」
な
ど
の
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
中
で
、
開
発
対
象
地
を
山
野
に
ま
で
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
を

評
価
し
た
い
。

第
二
に
、
尾
張
藩
に
よ
る
新
田
開
発
構
想
が
、
御
山
守
内
木
家
を
通
じ
て
具
体
化
さ

れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
山
野
の
開
発
の
見
分
や
実
務
に
関
し
て
は
、
御
山
守

内
木
家
が
担
っ
た
。
新
田
開
発
の
願
書
は
、
原
則
と
し
て
は
、
村
か
ら
代
官
所
に
提
出

さ
れ
、
開
発
地
が
「
御
停
止
木
」
な
ど
尾
張
藩
の
森
林
保
護
に
関
わ
る
場
合
は
、
村
→

代
官
所
→
木
曽
材
木
奉
行
の
流
れ
と
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
三
ヶ
村
の
御
山
守
内
木

家
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、「
御
用
状
留
」
で
は
新
田
開
発
に
関

す
る
事
案
が
木
曽
材
木
奉
行
─
御
山
守
間
で
や
り
と
り
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
内
木
家
文
書
で
は
、
新
田
開
発
の
願
書
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
関
与
を

う
か
が
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
御
山
守
内
木
家
は
、
藩
の
構
想
と
村
方
の
現
実

と
を
調
整
す
る
存
在
と
し
て
、
新
田
開
発
事
業
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

第
三
に
、
山
野
開
発
の
具
体
例
と
し
て
、
加
子
母
村
地
内
渡
合
新
開
事
業
に
つ
い
て

と
り
あ
げ
た
。
渡
合
新
開
は
、
尾
張
藩
に
よ
る
政
策
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
御
山
守
内
木
家
を
「
新
開
御
用
」
に
命
じ
、
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

渡
合
は
「
深
山
」
で
作
物
を
育
て
る
場
所
に
適
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
防
虫
問
題

な
ど
新
開
地
を
維
持
し
て
い
く
の
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
渡
合
新
開
は
、
必
ず

し
も
順
調
に
進
ま
な
か
っ
た
が
、
御
山
守
内
木
家
を
中
心
に
山
野
に
ま
で
開
発
が
行
わ

れ
た
点
に
、
三
ヶ
村
の
新
田
開
発
の
特
徴
を
端
的
に
示
す
事
例
で
あ
っ
た
。

註（
1
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
林
三
八
八（
〇
一
）「
丑
年
中
御
用
状
留
」。

（
2
）　
「
本
木
曽
」
に
対
し
て
、
当
該
地
域
を
「
裏
木
曽
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は

「
濃
州
三
ヶ
村
」
と
表
記
を
統
一
す
る
。

（
3
）　

木
曽
山
を
対
象
に
百
姓
の
切
畑
を
検
討
し
た
大
崎
晃
氏
は
「
林
政
享
保
改
革
最
大
の
問
題

は
、
も
と
も
と
田
畑
の
少
な
い
木
曽
谷
に
お
い
て
役
木
廃
止
、
下
用
米
給
付
が
途
絶
え
夫
食
自

給
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
で
」
あ
り
、「
田
畑
に
乏
し
い
多
く
の
山
間
村
を
擁
す
る
木
曽
の
場

合
、
穀
類
増
産
は
な
お
ざ
り
に
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
」
と
し
、
山
間
地
利
用
法

と
し
て
の
切
畑
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た（
同
「
尾
張
藩
木
曽
林
政
享
保
改
革
の
領
民
営
と
切

畑
」『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

（
4
）　

濃
州
三
ヶ
村
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
史
を
中
心
に
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　

太
田
尚
宏
「『
木
曽
五
木
』
と
濃
州
三
ヶ
村
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
編
『
江
戸
時
代
の
森

林
と
地
域
社
会
』
同
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）。

（
6
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
林
一
八
五
四
「
濃
州
徇
行
記
」。
尾
張
藩
士
の
樋
口
好
古
が
、
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藩
領
を
巡
回
し
、
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）か
ら
文
政
五
年（
一
八
二
二
）に
か
け
て
執
筆
し
た

「
郡
村
徇
行
記
」
全
三
九
巻
の
内
美
濃
国
の
部
分
。

（
7
）　

現
在
、「
御
用
状
留
」
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
と
内
木
家
所
蔵
と
で
分
か
れ
て
保
管

さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
太
田
尚
宏
「
尾
張
藩
『
御
山
守
』
の
職
務
形
成
と

記
録
類
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
篇
』一
四
、
二
〇
一
八
年
）に
詳
し
い
。

（
8
）　

以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
林
三
八
八（
一
）「
丑
年
中
御
用
状

留
」
に
よ
る
。

（
9
）　

例
え
ば
、
付
知
村
の
廣
嶋
矢
平
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
、『
付
知
町
史
』
に
「
宝
暦
七

年（
一
七
五
七
）白
谷
を
水
源
と
し
た
延
長
七
五
六
間
の
広
島
新
田
用
水（
甚
蔵
）」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
開
発
者
で
あ
る
甚
蔵
の
名
で
、
尾
張
藩
の
御
普
請
で
お
お
よ
そ
見
立
て
と
お
り
の
開
発

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
加
子
母
村
の
開
発
は
、
付
知
村
・
川
上
村

の
両
村
と
は
違
い
、
小
規
模
で
あ
っ
た
た
め
に
、
自
分
入
用
で
の
開
発
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

開
発
候
補
地
に
内
木
彦
七
の
控
地
が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
御
山
守
内
木
彦
七
が
木
曽
材
木
奉

行
へ
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
自
分
入
用
が
難
し
い
場
合
は
、
拝
借
金
で
新
田
開
発
を

す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
施
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
木
曽
材
木
奉
行
か
ら
開

発
の
許
可
が
降
り
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
10
）　

以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
内
木
家
文
書
五
八
─
二
〇
─
九
「
戌
年
中
御
用
状
留
書
」
に

よ
る
。

（
11
）　

内
木
家
文
書
五
八
─
二
〇
─
九
「
戌
年
中
御
用
状
留
書
」。

（
12
）　
『
川
上
村
史
』
五
二
〇
頁（「
第
七
節
新
田
・
用
水
」
に
詳
し
い
）。

（
13
）　
『
川
上
村
史
』
史
料
編
、
四
七
〜
四
八
頁
。

（
14
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
林
四
一
四
「
子
年
御
用
留
」。

（
15
）　

加
子
母
村
に
お
け
る
鳥
黐
生
産
に
つ
い
て
は
、
萱
場
真
仁
「
近
世
加
子
母
村
に
お
け
る
鳥

黐
生
産
・
流
通
と
仕
法
形
成
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
五
六
号
、
二
〇
二
二
年

三
月
）に
詳
し
い
。

（
16
）　

内
木
家
文
書
六
八
─
一
─
一
三
「
乍
恐
御
願
奉
申
上
候
御
事（
新
開
願
い
に
つ
き
）」。

（
17
）　

田
原
昇
・
芳
賀
和
樹
『
林
政
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
③ 

尾
張
藩
林
政
の
な
か
の
御
山
守
』（
徳

川
林
政
史
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、
五
八
〜
六
〇
頁
に
詳
し
い
。

（
18
）　

内
木
家
文
書
六
八
─
二
─
五
「
加
子
母
山
渡
合
押
ヶ
平
新
開
場
所
御
材
木
御
元
伐
御
入
用

取
立
帳
」。

（
19
）　

内
木
家
文
書
六
八
─
三
─
九
覚（
加
子
母
村
御
本
切
御
入
用
差
引
返
納
に
つ
き
）。

（
20
）　

内
木
家
文
書
六
八
─
三
─
一
覚（
加
子
母
村
渡
合
新
開
場
所
并
新
木
等
御
材
木
の
出
し
方

大
川
払
込
迄
御
入
用
大
方
積
に
つ
き
）。

（
21
）　

内
木
家
文
書
九
─
八
─
一
六
「
乍
恐
奉
願
上
候
御
事（
加
子
母
村
困
窮
の
た
め
新
開
場
所

の
伐
畑
願
い
に
つ
き
）」。

（
22
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
林
四
一
四（
二
一
）「
安
政
五
午
年
御
用
留
」。

（
23
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
林
四
一
四（
二
二
）「
安
政
六
未
年
御
用
留
」。




